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磁性薄膜への原子 ·分子吸着でスピン再配列転移 (SRT)が見られることがあるが、その
機構の詳細は明らかではない。我々は、面直磁化を示す Fe(≤ 4 ML)/Cu(001) [1]にCO,

NOを吸着させ、磁気構造を深さ分解 XMCD法 [2]で観察した [3,4]。また、磁気構造変
化に結晶構造変化が伴うと考え、広域X線吸収微細構造 (EXAFS)の測定も行っている。
実験はBL-7A及び 11A, 7Cで行った。Fe/Cu(001)試料を作製し、CO, NO吸着前後で

Fe L端XMCD測定を行った。残留磁化、120 Kで測定し、直入射 (NI)、斜入射 (GI)の測
定から磁化方向を決定した。深さ分解XMCD測定では、imaging-type MCP検出器を用
い、検出深度を制御して行った。EXAFS実験はBL-7Cで、蛍光法、120 Kで測定した。
図 1にCO吸着前後のFe(4 ML)/Cu(001)のXMCDスペクトルを示す。CO吸着前はス
ピン磁気モーメントmeff

s = 2.5 µBの一様な面直磁化であった。CO吸着後は面内磁化とな
り、膜平均の磁化はmeff

s = 1.1 µBと半減していた。深さ分解XMCD法による詳細な解析
から、表面側 2 MLの磁化消失によることがわかった（図 2）。一方、Fe(2 ML)/Cu(001)

ではCO吸着に伴う変化は見られず、一様な面直磁化のままであった。
CO/Fe(2, 4 ML)/Cu(001)のEXAFS実験について、ここでは結果のみ記すが、CO吸着
前後のFe(2 ML)/Cu(001)およびFe(4 ML)/Cu(001)は fcc構造で、CO/Fe(4 ML)/Cu(001)

は fcc構造と strained-bcc構造が混ざった構造でよく再現された。CO/Fe(4 ML)/Cu(001)

で strained-bcc構造へ変化した層が表面磁化消失層に対応すると考えている。
また、NO吸着では表面反強磁性となることがわかった（図 2右側）。Fe/Co/Pd(111)

の系では、Feがわずか 2 ML程度蒸着される間に、2度の SRTを起こすことを報告した
が、この系の EXAFS実験を最近行っており、当日はこれも含めてお話したい。
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図 1: CO 吸着前後
の Fe(4 ML)/Cu(001)

のXMCDスペクトル。
実線がNI、破線がGI。

図 2: Fe(4 ML)/Cu(001)

への CO, NO 吸着のモデ
ル図。
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図 3: 深さ分解 XMCD 法に用い
るNO/Fe(4 ML)/Cu(001)の一連の
XMCDスペクトル群。
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